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外部評価結果に基づく改善情報（農学部・農学研究科） 

 

改善・向上が必要と確認された事項 
対応状況・対応計画 

対応完了年月・ 

対応完了予定年月 
進捗状況 

年月 内容 

令和 

7 年 

1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①1 年次とコース分け後の 2 年次のアドバイザーが変わるとき

の情報共有が重要である。カウンセラー採用予定とのことで，ア

ドバイザーとカウンセラーとの連携に期待したい。 

②国際展開や地域創生プログラムへの履修者の増加が望まれ

る。これら 2 コースを履修する学生に何らかのインセンティブ（例

えば，海外短期留学や起業の支援）を与えることも一つの方策か

もしれない。 

①1 年次および 2 年次のアドバイザーについては

学務委員が担当しており,新旧アドバイザー同士で

情報共有をすることとしている。また,学務委員会に

おいてもそのことについて例年依頼している。カウ

ンセラーとアドバイザーとの連携についても,事案

により必要な場合は密に連携を行ってきているが,

今後採用予定のカウンセラーとも連携を密にするよ

うにしたい。 

②地域創生プログラムでは，起業支援として社会

人向けに開講している「食と農のビジネス塾」を，プ

ログラムの学生も授業（8 単位）として受講できるよ

うにし，社会人との関りを持ちつつ，起業支援の機

会を提供している。国際展開プログラムでは，資格

取得につながる授業を開講している。すでに学内で

実施していることを含め国際展開・地域創生プログ

ラムの特色を学生に広く周知し，各プログラムの履

修者増加に繋げたい。 

 □ 検討中 

□ 対応中 

■ 対応済 

□ その他 

（    ） 

コロナ以降の業績の回復が遅れていると自己評価されている

が，応用研究部門は影響を受けたと思われるが，基礎研究部門は

どうだったのか。外的要因を述べる際には，影響を受けやすい研

研究分野ごとの動向を把握することは重要である

ことは、理解できる。ただ，本評価は農学部全体の自

己評価であり，各分野の個別評価ではないため，現

必要に応じて対応

する。 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 
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改善・向上が必要と確認された事項 
対応状況・対応計画 

対応完了年月・ 

対応完了予定年月 
進捗状況 

年月 内容 

令和 

7 年 

1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

究部門とそうでない部門を分けて分析する必要があると思われ

る。研究分野によっては業績数が下がっていないことも考えられ

る。 

段階では，調査していない。副学部長（研究担当）と

研究・社会共創室担当職員により検討し，評価目的

ではなく，研究分析として必要であると判断した場

合は，本部研究情報部に協力願い，大学情報データ

ベースシステム内の情報を活用した分析を行いた

い。 

■ その他 

（必要に応じて

対応する。） 

新聞掲載事例だけでなく，技術指導件数や行政等の委員会参加

などを，労力をかけず把握できる方法を模索すべきではないか。

山形大学農学部の地域・社会貢献を正しく評価できるデータを作

るべきだ。 

 

 

行政等委員会参加については兼業手続から把握で

きているため，自己点検書に追記した。技術指導に

ついては，どのようなものを対象とし，どのような

形で情報収集を行うのか，また，情報をどのように

誰が何の目的で活用するのかを明らかにする必要が

ある。そのことについて，学科長と研究・社会共創室

担当職員により検討し，真に必要と判断される場合

には，労力をかけずに実施する体制で運用可能かを

検討することとしたい。 

必要に応じて対応

する。 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 

■ その他 

（必要に応じて

対応する。） 

コロナ禍における研究活動等の制約はあったにせよ，査読付き

論文数の半減は目を引きました。YU-COE や YAAS の取り組みを呼

び水に，論文数とともに競争的外部資金の増加も期待します。 

 

 

 

副学部長（研究担当）と研究・社会共創室担当職員

により，令和６年度の状況を確認しながら，必要に

応じて対応を検討することとしたい。併せて，教員

の論文生産性向上に向けた工夫として，全学の研究

支援制度の積極的な活用を促進することで研究環境

のさらなる充実を図る。また，研究費獲得に関する

情報提供を強化するとともに，教員が十分な研究時

必要に応じて対応

する。 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 

■ その他 

（必要に応じて

対応する。） 
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改善・向上が必要と確認された事項 
対応状況・対応計画 

対応完了年月・ 

対応完了予定年月 
進捗状況 

年月 内容 

令和 

7 年 

1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間を確保できるよう，業務の効率化や負担軽減策に

ついても併せて検討したい。 

フィールド演習や 3 つのプログラムは実践的な学びが売りにな

っていると思いますが，報告書では具体的な内容を取り上げ，も

う少し強調されていると良いと思いました。 
 

国際展開プログラムでは，単位認定されるサマー・

ウインタープログラムが実施されていること，また，

地域創生プログラムでは地域創生セミナーで酒田市

飛島への研修授業を実施しているなど，自己点検書

に追記した。今後は，特色ある授業について説明し

ていきたい。 

 □ 検討中 

□ 対応中 

■ 対応済 

□ その他 

（    ） 

研究成果の状況（2-2）においては，各種成果に関わる論文数や

教員数（および大学院生数）等の情報が掲載されていると取り組

みの成果がより強調されると思いました。 

 

 

各種成果に関連する具体的なデータ（論文数，教

員数，大学院生数等）を明示することによって，これ

までの取り組みの成果をより一層強調することがで

き，その影響力や成果の規模をより具体的に伝える

ことができると考えている。今後，成果を定量的に

示すことを意識し，論文の発表数や研究に従事して

いる教員・学生の人数についてもデータを追加し，

取り組みの成果が視覚的に理解されやすい形にして

いくことを検討したい。今回は公表を急ぐため掲載

しないが，引き続きより良い形での成果報告を目指

して取り組む。 

必要に応じて対応

する。 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 

■ その他 

（必要に応じて

対応する。） 

研究成果の状況（2-2）の研究活動が地域貢献に繋がっている事

業も数多く見受けられます。地域・社会貢献にカウントしても良

いのではないかと思いました。 

研究活動が地域・社会貢献に繋がっている事業も

多いが，紙面の都合により省略する。その旨，自己点

検書に追記した。 

次回外部評価資料

作成時 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 
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改善・向上が必要と確認された事項 
対応状況・対応計画 

対応完了年月・ 

対応完了予定年月 
進捗状況 

年月 内容 

令和 

7 年 

1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ その他 

（必要に応じて

対応する。） 

3 コース・3 プログラム教育体制での教育を行っているが，学部

として目玉と考えている国際展開プログラムや地域創生プログラ

ムを履修する学生数があまり多くないことが少し懸念である。学

生ニーズの把握など，学生との協働の中でプログラム教育体制を

より良く改善する余地はあるかと思う。 

 

2 年生後期オリエンテーションにおいて，学生へ

アンケート調査を実施のうえ学生のニーズを把握す

ることに努める。また，令和 6 年度はプログラム選

択手続き前に，地域創生プログラムにおいて学生へ

の説明会を実施したが，令和 7 年度は，全体での説

明会開催を検討する。なお，根本的な問題として，プ

ログラム担当教員が少ないことがあげられるが，制

度改善で対応できる余地もあると考えられるため，

今後検討したい。 

 ■ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 

（    ） 

①大学院修士課程への入学者数が年を追って減少していること

が気に掛かる。定員充足率も決して高くはない。 

②また，修士課程の標準修業年限卒業率もあまり高くなく，大

学院の充実化を図る試みが必要と思われる。 

 

①令和 6 年度入試において定員充足できなかった

ことを鑑み，学務課と協議して本学部在学生等にむ

けた大学院説明会を 2 回実施（参加者約 60 名）し，

定員充足に向けた取り組みを行っている。また，鶴

岡市役所や秋田県農業試験場などを訪問して大学院

の説明を行い，社会人入学者の確保の取り組みも進

めている。その結果，令和 7 年度入試においては，

入学者が増加し，定員を充足する見込みとなった。 

②コロナ禍で，フィールドワークや対面での実験

が必要な学生が，実験実習などで必要な成果を上げ

 ■ 検討中② 

□ 対応中 

■ 対応済① 

□ その他 

（    ） 



 

5 
 

改善・向上が必要と確認された事項 
対応状況・対応計画 

対応完了年月・ 

対応完了予定年月 
進捗状況 

年月 内容 

令和 

7 年 

1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

られず，修士論文作成に繋がらなかったことが要因

の一つではないかと考えられる。2023 年度の数字は

上向いていることもあり，様子を見ながら今後につ

いて検討したい。 

専任教員数に対して論文数・研究発表数・科研費獲得件数があ

まり多くない。活性化を求む。 

 

副学部長（研究担当）と研究・社会共創室担当職員

により，令和６年度の数値を確認しながら，必要に

応じて対応を検討することとしたい。教育や地域貢

献活動と並行して研究を進める必要があるため，研

究時間の確保が課題となっている。そのため，研究

活動の活性化に向けて以下の取り組みを進めてい

る。まず，業務の効率化を図り，教員が研究に充てら

れる時間を確保することで，論文執筆や研究発表の

機会を増やすことを目指す。また，科研費をはじめ

とする外部資金の獲得を支援するため，申請支援パ

ッケージの活用を促進し，研究環境の充実にも力を

入れている。 

必要に応じて対応

する。 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 

■ その他 

（必要に応じて

対応する。） 

アグリフードシステム先端研究センターは 2022 年に設置され

たばかりで，評価するには時期尚早と思うが，本センターを上手

に運営することで，研究や社会貢献の拡大につながることを期待

する。 

担当教員各位が鋭意取り組んでいるところであ

り，今年度で，アグリフードシステム先端研究セン

ターは，設立から 3 年目を迎え，ようやく新しい建

物が完成し，分析機器も整った。これにより，研究の

推進や社会貢献の拡大に向けた準備が整い，今後の

成果が大いに期待される段階に入ったと考えてい

対応中 □ 検討中 

■ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 

（    ） 
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改善・向上が必要と確認された事項 
対応状況・対応計画 

対応完了年月・ 

対応完了予定年月 
進捗状況 

年月 内容 

令和 

7 年 

1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。引き続き，研究活動の充実とともに，社会との連

携を深め，より一層の発展を目指したい。 

大学院修士課程への進学者数について，やや物足りなく感じる。

今後は，進学者数の増加や充実化に向けた検討が必要と思われる。 

 
 

令和 6 年度入試において定員充足できなかったこ

とを鑑み，学務課と協議して本学部在学生等にむけ

た大学院説明会を 2 回実施（参加者約 60 名）し，定

員充足に向けた取り組みを行った。また，鶴岡市役

所や秋田県農業試験場などを訪問して大学院の説明

を行い，社会人入学者の確保の取り組みも進めてい

る。その結果，令和 7 年度入試においては，入学者

が増加し，定員を充足する見込みとなった。 

 □ 検討中 

□ 対応中 

■ 対応済 

□ その他 

（    ） 

論文業績数について，やや物足りなく感じる。どこの大学でも

同様のことが言えるが，論文作成に関する教員の意識改革が必要

である。 

 

 

 

大学全体の取り組みとして「研究力強化のための

総合支援パッケージ」を用意し，論文投稿支援，ま

た，研究費獲得支援等を展開しているところである。

農学部内にも随時周知しているとことであり，副学

部長（研究担当）と研究・社会共創室担当職員によ

り，適宜，必要に応じて対応を検討することとした

い。 

対応中 必要に応

じて更なる対応を

行う。 

□ 検討中 

□ 対応中 

■ 対応済 

□ その他 

（    ） 

原著論文リストを分野ごとに作成することで，研究内容や国際

共著論文数，大学院生の筆頭著者数などが把握しやすくなり，教

育・研究の成果を「見える化」しやすくなると考えます。 

 

 

これを実施するには基礎となる論文データの分類

や整理，集計方法の統一などの課題があり，現時点

では即時の対応が難しい状況である。そのため，今

後の検討課題とし，適切な方法を模索しながら，可

能な範囲で取り組んでいきたいと考えている。 

必要に応じて対応

する。 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 

■ その他 

（必要に応じて
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改善・向上が必要と確認された事項 
対応状況・対応計画 

対応完了年月・ 

対応完了予定年月 
進捗状況 

年月 内容 

令和 

7 年 

1 月 

 

対応する。） 

外部資金の獲得リストを分野ごとに作成することで，より詳細

な評価が可能になると考えます。 

 

外部資金の獲得リストを分野ごとに作成すること

で，各分野の研究活動の特徴や傾向をより詳細に把

握できるため，有意義な取り組みだと考えられる。

これにより，資金獲得の実績を可視化し，今後の研

究戦略の立案や支援策の検討にも役立つと期待され

る。今後，データの整理・分類方法を検討しながら，

可能な範囲で，検討したい。 

必要に応じて対応

する。 

□ 検討中 

□ 対応中 

□ 対応済 

■ その他 

（必要に応じて

対応する。） 

総合型選抜Ⅱにおいて，例えば国際展開プログラムや地域創生

プログラムに特化した学生を選抜するための入試制度の導入が可

能か検討していただきたいです。 

 

 

令和 8 年度入試から総合型選抜入試のカテゴリを

ⅡからⅠに変更し，第 1 次選抜を書類選抜，第 2 次

選抜がプレゼンテーションを含む面接での選抜とし

た。この対応によって，本学での学びに意欲のある

生徒を十分に見極め，国際展開及び地域創生に関心

のある受験生の確保に繋げていくことが可能となる

見込みである。また，令和 8 年度入試から同選抜の

募集人員の増加を予定しており，それを踏まえ，産

業高校枠や英語のインセンティブ枠の導入について

今後，入試関係委員会を中心に検討を進める予定で

ある。 

 □ 検討中 

■ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 

（    ） 

※年月の欄は、改善・向上が必要と確認された年月を記載する。 

※対応状況・対応計画の欄は、進捗状況が「対応済」の場合は対応した内容を記載し、「対応済」以外の場合は予定している対応内容を記載する。 

※対応完了年月・対応完了予定年月の欄は、進捗状況が「対応済」の場合は対応が完了した年月を記載し、「対応済」以外の場合は対応完了予定年月を記載
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する。 


